
友愛の心をもって　豊かな福祉を創造し、地域に貢献します。
友愛の心をもって　尊厳を守り、その人らしい暮らしを支援します。
友愛の心をもって　研鑽を積み、ともに幸せを追求します。
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佳き新年を迎えて
　明けましておめでとうございます。本年も宜しくお願い致します。
　この３年間は世界中が新型コロナウイルスによる休眠状態が続いていました。
過去の歴史から見てもパンデミックが３年を超える例はありませんでしたので、
３年を迎えたコロナ感染は、これから以後は徐々に明るい兆しが見えてくると思
います。
　一方、人災であるロシア・ウクライナ戦争は長引く可能性が強いと思われます。日本の物価高にも
影響を与えており、当法人も多大な影響を受けており、一日も早い終息を願っています。
　現在日本の最大の問題は、少子高齢化です。介護の業界も人手不足が深刻で、ご承知の通り、神戸
老人ホームでも3年前より外国人材を受け入れています。幸い彼女らの評判は良く、我々も家族のよ
うに大切に育てていきたいと思います。そして第2の問題は、職員の所得の問題です。日本では約30
年間にわたり所得が停滞しております。特に介護の業界では政府も真剣に取り組んでおり、この数年
少しづつ上昇しておりますが、仕事の重要性、重労働から見ればまだ賃金は安い状況です。私たち経
営者としては、少しでも他処より良い待遇を目指して、入居者の皆様に、安心・安全なオンリーワン
の良い介護サービスを提供したいと思っております。
　入所者の皆様は、長寿の方が多いと思いますが、私はその秘訣は心の持ちようだと思います。世間
では、大病をした方から元気な方までおられますが、長寿の皆様は、それぞれに目標や趣味を持ち張
り切っておられます。神戸老人ホームでも行事等企画し、楽しく元気に過ごしていただけるよう頑張っ
ております。人生100年時代ですので入居者の皆様・ご家族・地域の方々・関係各位の皆様の為に職
員一同友愛の精神をもって頑張りたいと思います。

社会福祉法人 神戸老人ホーム 理事長　八木　良三

ごあいさつ

わくわくウォークラリー

青空コンサート

フレイル・認知症予防月間

友愛苑上空から（ドローン撮影）の街並み

友愛苑市民花壇ふらっと住良本町での栄養教室



　皆さまにとって「年末年始・お正月」と言えば、何をイメージ

しますか。お休み・紅白歌合戦・お年玉・神社への初詣参拝、お

節料理にお雑煮などが一般的に思い浮かぶかと思いますが、今回

は個人的に私が感じている年末年始のイメージについて、３つ書

かせていただきます。第１は、毎回帰省で利用する新幹線、第２

は、家族との団らん。第３はお墓参りです。年末年始の思い出や

イメージは人によって様々かと思いますが私の場合は家族の愛情

やありがたみ。そして、ここまで育ててもらった感謝の思いなど

がお正月のイメージとして心に浮かびます。

　さて、私たち養護老人ホーム住吉苑のご入居者の方々にも様々

な年末年始の思い出やイメージがあるようです。あるご入居者の

お正月の思い出は、子供のころにお正月を迎えるにあたり家のお

手伝いをさせられたことだそうです。お年玉をもらうために親戚

の家をまわったという方もいらっしゃいました。

　法人の理念にあるように、友愛の心を大切に温かい住吉苑を今

年もどうぞよろしくお願いします。

　写真は11月にご入居者と職員で取り組んだ干し柿つくりの様

子です。　　　　　　　　　（生活相談員　係長　米谷 洋一）

養護老人ホーム 住吉苑

　２事業所合わせて11人のケアマネジャーが働いています。

　居宅介護支援では、ご利用者が住み慣れた地域や、ご自宅で安心した生活を送ることが

できるようサポートいたします。ケアマネジャーが、介護保険に関する手続きや、介護サー

ビスを利用するためのケアプランを作成します。また、プランに基づいて適切なサービス

が提供されるよう、各関係機関と連携をしながら支援を行っています。

　これからもご利用者とそのご家族お一人お一人の意向を尊重し、寄り添い、何が最善な

のかを一緒に考えながら相談支援ができるよう努力してまいります。

（介護支援専門員　係長　谷本 淳一）

住吉高齢者生活支援センター
友愛高齢者生活支援センター



　光明苑の花火大会！

　10月３日に特別養護老人ホーム光明苑にて花火大会が行われました。ご入居者と外に出て一緒に花火を楽

しむ予定でしたが、突然雨が降り始め、急遽ご入居者は建物の中からご覧頂くことになりました。誰ですか？

雨男は！？雨女は！？

　雨は降りましたが、職員は建物の外で雨の中にもかかわらず、花火を持って飛んだり踊ったりして年甲斐も

なく子供のようにはしゃいでおりました。窓越しではありますが、ご入居者にはおそらくお久し振りであろう

花火をご覧になられて、「きれい」、「懐かしいね」等おっしゃられ、楽しまれているご様子でした。最後に打

ち上げ花火を飛ばしましたが、パンッと一瞬でお空に飛んでいきました。ご覧になれたご入居者はいらっしゃ

いましたか？また来年も皆様と一緒に花火を楽しみましょうね。　　　　（生活相談員　課長　越智 皇輔）

　新年あけましておめでとうございます。デイサービスやまびこでは、

ご利用者にまた利用したいと思ってもらえることを一番に、ご家庭で介

護されるご家族の安心や休息も視野にご利用いただけるサービスを目標

にしております。

　昨年も、感染対策に努めながらデイサービスやまびこでお過ごしいた

だく時間を満喫していただけるよう、個別機能訓練や脳トレプリントや

工作レクリエーションを基本サービスとし日々の健康づくりを大事にし

ながらも、楽しみながら過ごせる場所として夏祭りやオンラインコン

サートなど開催してきました。また大好評いただいている近隣の有名洋

菓子や和菓子、お弁当のご提供は今年も実施してまいりました。

　ご利用者とご家族に喜ばれることが私たちの喜びです。

　本年もデイサービスやまびこをどうぞよろしくお願いいたします。

　体験利用是非お気軽にお問い合わせください。

スタッフ一同心よりお待ちしております。　（生活相談員　丸野 大輔）

特別養護老人ホーム 光明苑

デイサービス やまびこ



特別養護老人ホーム 友愛苑
　新年あけましておめでとうございます

　私たちの生活にコロナウイルスが共存し、徐々に感染対策が緩和される中、ここ友愛苑にもようやく“通

常の生活”といった明るい兆しを感じております。友愛苑のご入居者も、職員から醸し出される雰囲気が伝

わる様子で、日常においてもたくさんの笑顔に出会う機会が増えたと実感しています。コロナ感染症で成長

した職員、共に苦労を重ね、強めたご入居者との絆…入居者家族様、地域の皆様、ボランティアの皆様、触

れ合うことの出来る日はそう遠くないと感じています。ゴールまであと少し、共に頑張りましょう。

　令和５年が楽しい年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。　　　　　　（介護部長　吉岡 直樹）

◦令和４年　長寿表彰式

　敬老の日、長寿祝を迎えるご入居者16

名の方々に感謝状の授与を行いました。

中には涙を流して喜んで下さるご入居者も

おられ、職員も温かい気持ちに包まれまし

た。

◦ハロウィンイベント開催 ！

　ご高齢の方にもハロウィンが浸透してきた様子でご入居者も仮装に参加し楽しまれました。

　この度、公益財団法人中央競馬馬主社会福祉財団様　

一般社団法人阪神馬主協会様より、購入費用の一部を助

成いただきリフト付きの新車両を購入させていただきま

した。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　（副施設長　久川 伸彦）

デイサービス こだま



　新年あけましておめでとうございます。かもこの風は昨年、行事やレクリエーションに力を入れてご入居者

が楽しく生活が送れるよう取り組んできました。８月は「夏祭り」を開催。浴衣姿の職員を見て嬉しそうに

され「写真一緒に撮ろう」と言っていただきました。10月は初の試み「運動会」を開催。昔を思い出しなが

ら競技を楽しまれ、二人羽織ではまるでドリフを見ているかのような笑いに包まれました。「ハロウィンパー

ティー」も開催し、職員も仮装して一緒になり楽しみました。『笑う』ことで免疫力の向上や認知機能の予防・

ストレス解消など身体的心理的にも良い効果があると言われております。８月からネパール特定技能介護職員

が加わり、新しい風がはいってきました。今年も、ご入居者を楽しませるために職員は日々試行錯誤しながら、

行事やレクリエーションに取り組んでいきます。　　　　　　（看護係長　井上 仁美）

　昨年９月時点で国内に住む100歳以上の高齢者は初の９万人超えだそうです。

　江戸時代後期の人気絵師、葛飾北斎は「70歳までの私の絵は、とるに足らぬものばかりだ。80歳には成長し、

90歳には奥義を極めるはず。100歳になれば、神妙の域に達するだろう」。あの世界的に有名な「富嶽三十六

景」は、北斎が70歳を超えてから描き上げたものだそうですが、それ以降も「神妙の域」を目指し、新たなチャ

レンジを重ねながら一生現役を貫いていく姿勢には頭が下がる思いです。

　ケアハウスゆうあいにも、「神妙の域」にある方が３名いらっしゃいます。今回、その３名のなかで最高齢

（103歳）の Yさんに「神妙の域」に達する秘訣について尋ねてみました。

すると、「よく食べること。食べないと痩せるからね。それと、私は毎朝、

煎茶を飲んでるよ。これはずっと続けてる。」という話を伺うことができま

した。やはり言葉にも重みがあります。なんとなく「明日から煎茶を飲んで

みようかな。」という気がしてくるから不思議ですね。

　というわけで、2023年、ケアハウスゆうあいの今年の漢字は「成長」です。

成長にちなんで、プランターガーデニング

も始めました。近いうちに、きれいに成長

した花々を皆さんにご紹介できればいいな

と思います。皆様、今年もどうぞ宜しくお

願い申し上げます。

　　　　　　　　（施設長　朝木 俊介）

特別養護老人ホーム かもこの風

ケアハウス ゆうあい

C-1グランプリ（介護事例コンテスト）で優秀賞を受賞しました。
　兵庫県介護福祉士会主催のC-1グランプリにかもこの風の小林介護職員が出場
しました。発表テーマは「介護にやりがいを感じた事例」で結果は見事に優秀賞
（準優勝）をいただきました！ありがとうございました。これからも頑張ります。



編 集 後 記　　　　　　　　　早いもので「神戸老人ホームだより」は３年目となりました。この３年間はコロナウイル
スへの対応に追われましたが、本号にてイベントの再開など元の生活に戻りつつある様子をお届けすることが
できました。まだまだ、コロナウイルスとの戦いは終わりませんが、今後も地域のオンリーワン福祉拠点とし
て邁進いたします。本年もどうぞよろしくお願いいたします。　　　　　（かもこの風 施設長　藤田 雅史）

◦養護老人ホーム 住吉苑
◦特別養護老人ホーム 光明苑
◦デイサービス やまびこ
◦住吉訪問介護センター
◦住吉高齢者生活支援センター
〒658-0051 神戸市東灘区住吉本町3丁目7-41
ＴＥＬ （078）851-2560
ＦＡＸ （078）851-1449

◦住吉北部あんしんすこやかセンター
〒658-0051 神戸市東灘区住吉本町3丁目7-41
ＴＥＬ （078）851-1155
ＦＡＸ （078）851-1157

◦住吉定期巡回・随時対応型訪問介護看護センター
◦住吉夜間対応型訪問介護センター
〒658-0051 神戸市東灘区住吉本町3丁目7-41
ＴＥＬ （078）851-5050
ＦＡＸ （078）851-1449

◦特別養護老人ホーム 友愛苑
◦デイサービス こだま
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14-17
ＴＥＬ （078）845-3660
ＦＡＸ （078）845-3661

◦友愛高齢者生活支援センター
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14-17
ＴＥＬ （078）846-1580
ＦＡＸ （078）843-2208

◦御影北部あんしんすこやかセンター
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14-17
ＴＥＬ （078）843-2207
ＦＡＸ （078）843-2208

◦ケアハウス ゆうあい
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14-19
ＴＥＬ （078）843-2712
ＦＡＸ （078）843-2713

◦特別養護老人ホーム かもこの風
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原3丁目19-30
ＴＥＬ （078）858-5070
ＦＡＸ （078）858-5071

〒658-0051 神戸市東灘区住吉本町3丁目7-41

http://www.krh-sumiyoshi.com
TEL.（078）851-2560　　FAX.（078）851-1449

創設 明治32年

社会福祉法人 神戸老人ホーム 法人本部

　1995年の阪神・淡路大震災から28年が経とうとしています。当時、住吉苑は半壊し、ご入居者や職員に亡
くなった方は居ませんでしたが、建て替えを余儀なくされました。長い時間の流れで、当時を知る職員は少な
くなりましたが、当時の状況は後世に伝えていきたいと思います。
　その後、神戸老人ホームの法人規模は大きくなりましたが、最近は、何十年に一度といった水害等の大規模
な自然災害が頻発するようになり、そのような災害が起こった時にすぐ対応できるよう、災害対策訓練を行
い、備蓄食も準備しています。また、災害時でも出来る限り早く通常業務が行えるようBCP（事業継続計画）
も作成中です。そして、災害時に要援護者を受
け入れるための福祉避難所の開設訓練も行って
います。
　災害に強い組織づくりを今後も進めて参りた
いと思います。　　(統括施設長　竹本　慎 )

法人本部より　神戸老人ホームの災害対策

法人事業紹介

備蓄食訓練 福祉避難所開設訓練 災害時初動動作訓練

Twitter


